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の距離指標の比較
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MAGNUMプロジェクトでは、可視赤外波長域において活動銀河核の高密度かつ高精度な測光モニター観測を
行なっており、その多波長変光曲線間の時間的遅延から銀河核の真の光度を推定し、距離指標とすることを目的
に研究を行なってきた。
2004年 4月 7日、MAGNUMプロジェクトの対象天体のひとつ Markarian 744 (Mrk 744, NGC 3786) に Ia
型超新星の出現が報告された (Armstrong, IAUC8316)。この超新星はMAGNUMプロジェクトの観測によって
も検出され、超新星の変光ピークを含む約 2ケ月の期間におよそ 8回の多色測光データを独自に得ることに成功
した。これらを Ia型超新星のテンプレート変光曲線へフィットすることによって超新星の真のピーク光度を得、
Mrk 744 までの距離指標の推定をおこなった。一方、 Mrk 744 の銀河核に対するこれまでのモニター観測から
KVバンド間の変光遅延は 20日であることがわかっており、 Minezaski et al. 2004 で報告された活動銀河核の
可視赤外変光遅延と可視絶対等級の間の相関関係を用いることで銀河核の絶対光度、即ち距離指標を推定するこ
とができる。今学会では、これらふたつの手法によって得られた Mrk 744 の距離指標を比較した結果について報
告する。


